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The　information　on　archaeological　sites　in　the　historical　regions　is　a　resource　for　us　to　understand　the　history　ofthe　places　but－

the　information　and　data　of　these　sites　are　neither　arranged　nor　shared　for　planning．　The　purpose　ofth　is　study　is　to　construct
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Finally，　we　construct　a　model　ofweb　GIS　to　share　the　database　on　the　archaeological　sites　in　a　regional　scale　among　people　on

the　web．　This　web　GIS　enables　us　to　understand　the．region－wide　historical　environment　visually　and　to　support　the　collaboration

among　archaeologists，　planners，　and　residents　for　the　issues　on　the　preservation　of　the　archaeological　sites．
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1．はじめに

1．1研究の背景と遺跡をめぐる課題・

　本研究は，多数の遺跡が包蔵していることで知られ1）2），

かつ今後とも都市開発の進行が予想される福岡県糸島地域

を対象に，地理情報と遺跡情報と統合した地理情報システ

ムを構築し，考古学分野における遺跡の分析への応用と遺

跡の保存計画や地域のまちづくりの支援システムへの発展

を検討した成果を取りまとめたものである．糸島地域で

は，長年の問に発掘調査が進み様々な知見が得られつつあ

るがi糸島地域全体の広域圏における遺跡情報の整備や広

域的な観点からの分析は今後の課題でもある．・

　本研究の背景にある遺跡保存をめぐる課題認識は大きく

以下のように整理できる．

（1）都市計画の観点から見た遺跡保存の課題

　遺跡が開発により発見された場合，その学術的な価値に

より保存が決定されるため，周辺の遺跡を含めた面的ある

いはネットワー・一・：ク的な遺跡群の保存や周辺環境との関係，

広域的な歴史的文脈については実際の遺跡の保存ではあま

り考慮されていない点が指摘できる．その結果として，遺
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跡が保存された後も地域の歴史学習などにうまく活用がな

されないケースも多く見受けられる3）．

（2）地域住民の観点から見た遺跡保存の課題

　遺跡の保存・整備の方法は様々あるが，その方法により

利用のされ方や遺跡自体の認知のされ方は大きく異なる．

特に住居跡（集落跡）は古墳とは異なり分かりにくく，地

形的な特徴もないため，現代社会において活用がされにく

い4）．

（3）保存と記録方法の観点から見た遺跡保存の課題

　遺跡が発見された場合，遺跡を後世に伝えるという目的

から，関連性のある遺跡の一体的な現状保存，地下保存が

望ましいと考えるが，しかし実際には，記録を残して開発

を続ける記録保存に留まるケースが大半であり，また時間

的制約や費用負担の問題もあり，記録保存自体も十分に行

うことは難しい実情がある5）6）．

（4）遺跡の時空間における多様性の課題

　一般に，遺跡の空聞情報は，遺構内の個々の遺物等に関

する狭領域における微視的な情報から遺跡相互の位置関

係，更に地域間関係といった広域的で巨視的な情報までを

内包し7）8），時間情報も紀元前後から現代までを一気に概

括するといった視点から，時代毎に数百年単位で見る視点

など様々である．その為，遺跡情報の分析は多様な時空間

情報の組み合わせによって行われる．
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　しかし，遺跡情報は研究者や行政が各自で管理し，地

図，テキスト，写真といった各データの統合も進んでいな

いため，既存のデ…ダを使用しながらも効率的な分析は難

しいものとなっている．

1．2研究の目的

　こうした課題を踏まえ，多数の遺跡群を包蔵する各地域

が抱える保存・整備上の課題を解決するためには，まず関

連する専門家や行政，住民といった関係者が連携して遺跡

の保存・整備に参加する仕組みやツールを開発すること，

またその前提となる遺跡情報の整備を行うことが必要であ

る．

　そこで，本研究では特に考古学の研究成果を都市計画分

野における遺跡保存にも活かし，保存計画などと学術的研

究成果が連携していくの為の歴史的文脈理解を支援するシ

ステみを提案し，遺跡情報の公開と分析や考古学的仮説の

検証を支援するとともに，分析結果や遺跡を含めた地域の

景観的特性を遺跡の保存・整備にまで活用していける具体

的な方法を開発し，それらを支援機能として付与していけ

るシステムの開発を目的としてい『る．

　即ち，本論における歴史的文脈理解とは約20キロメー

トル四方にも及ぶ広域圏における遺跡の広範な分布情報を

空間解析等の手法により評価し，広域圏全般の地域の歴史

を通史的あるいは共時的に理解していくことと捉え，本研

究ではそのための支援システムの開発を目指している．

　本論は，独自に開発した遺跡情報と地理情報の統合化シ

ステムと遺跡情報の分析方法について解説ずるとともに，

褥岡盛典局地域を対象にシステムと画法を琿心して得られ

た知見をまとめたものである．

1．3既往の研究と研究の位置づけ

ヒ道年，遺跡情報をデジタルなデ」タベースとして構築

し，GISを用いて分析する方法に関する研究が進められて

きた9）．特に，地域を特定した縄文時代の遺跡の分布評価

や遺跡め視認性の分析から遺跡相互の関係を把握する試み

など選跡の分布特性や立地琿境の把握等の研究が進められ

てきた10）11）12）．

　糸島地域における広域的な遺跡分布を分析した研究はこ

れまでにない．本研究は，これらのGISを用いた遺跡の分

析研究と同様の遺跡データベースを糸島地域で独自に構築

しながら，広域圏の通史的な変遷に関する考察と，集落と

古墳との視認関係に着目した集落領域の特定と，その変遷

や奈良時代の郷との関係の考察等を試みるものである．

　また，遺跡立地条件と傾向を客観的定量的に把握するた

めの研究成果13）14）を踏まえながらも，広域圏を対象に地域

固有の文脈の中での遺跡分布の新たな分析手法を独自に開

発し，ケーススタディを通じて，これまで把握されなかっ

た糸島地域の広域的な遺跡分布の新たな把握方法を提示す

ることを目指している注1）．

1．4研究の対象

　本研究では前原市，志摩町，二丈町，更に福岡市西区の

一部から構成される糸島地域を対象としている（図1）．こ

の地域に県内の前方後円墳¢）1／4が集中レており，本研究

では特に遺跡数の多い古墳時代を中心にその後の古代律令

期との関連も含め，分析を行う、こととした（表1）．

2．遺跡の分析と保存計画の支援システムの提案一・

2．1’ 竦ﾕ情報と地理情報の統合型支援ジステム

　遺跡保存の目的と方法は様々であるカ『・遺跡車体やそ

の学術的価値のみに着目・した視点だけではなく，周辺ゐ逡

跡を群として捉え，周辺環境をも考慮したより広域的な視

点で保存・整備計画を作成すること，整備にあた『っては遺

跡情報やその歴史的文脈などが容易に理解できジ地域の歴

史資源としての活用が可能’となることが求められる．1ま

た，遺跡情報分析に関しては，時空間情報を微視的なレベ

ルから広域的証視的なレベルまで様々な分析を行い，蓄積

表1糸島半島における古墳時代、古代の詳細遺跡確認数（合計1503）
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していくことが，地域の歴史的文脈の理解へとつながるこ

ととなる．

　そのために，本研究で目指す支援システムは，歴史的文

脈解読，遺跡の保存活用に関して都市計画学と考古学をは

じめとする多様な分野の人々の共同作業と，遺跡データを

都市計画データ，地図データとともに1つのシステムに統

合し，考古学研究から保存計画の検討までの多様な場面と

多様なレベルでの分析を想定し，得られた遺跡の立地傾向

や景観的特徴，歴史的な解釈を遺跡の保存・整備に応用す

る多様な段階での支援を総合的に行えるシステムとして提

案する（図2）．

2．2歴史的文脈の解読からその応用へ

　本研究では構築した支援システムを利用し，以下の2通

りの方法で糸島地域における広域的な遺跡の立地・分布特

性や景観に関する分析を行い，遺跡分布とその変遷に関す

る通史的な考察を試みた．

（1＞前方後円墳の分布に着目した勢力圏分析

　糸島地域全域において，勢力の象徴である前方後円墳の

分布状態の分析から広域的な勢力域の立地把握を行う．更

に，各勢力域内での遺跡分布に関して，遺跡問の視認関係

や遺跡立地と地形との関係を分析し，各勢力域の地理的特

徴を明らかとする．

（2）群集墳の分布に着目した集落圏分析

　古代の集落の遺跡発見は墓域と比較して難しい．そのた

め，家族墓的な性格を持ち集落との関連が強いとされる群

集墳の分布に着目し，景観分析と地形との関係の分析を行

い，集落領域を推定し，古代の行政単位である「郷」との

関連性について検討を行う．

　更に，上述の2通りの分析により得られた情報に関し

て，各段階での遺跡の保存・整備への利用法，またシステ

ム自体の利用法について，検討を行うこととするL

3．前方後円墳の分布に着目した勢力圏分析

3．1糸島半島全体での勢力圏の分析（図3）

　時期別に分類した前方後円墳の「規模」と「密集度」よ

りその「密度」を視覚化し，更に集落との視認関係を分析

し，勢力関係の把握を行った．古墳時代前期では，各勢力

は独立して分散し，視認関係は複雑に交錯しており，均衡

状態にある独立した勢力群が互いに関係性を強く持ってい

たこと（図3（a）），後期には，勢力，可視関係が大きく数

箇所にまとまり，明確な勢力範囲が存在したこと（図3

（b））が確認できた．また）．全時期の前方後円墳の分布に

ついて同様の分析を行うと志麻郡で2つ，恰土郡で3つの

大きな勢力が確認できた（図3（c））．

　更に，得られた勢力域のうち，特に「元岡地域」，「今津

湾南岸地域」，「長野地域」の3地域を区分し（図3（c）），

それぞれの地域を対象として詳細な分析を行った結果，以

下の知見を得た．

3．2元岡地域の分析

（1）遺跡相互の視覚的関係性の分析（図4（a））

　視認関係にある遺跡群は，陸橋付近から北東に延びて立

地している．七かし，湾岸の古墳までは届いておらず1ま

た大原川付近の集落の多くは視認関係をもたないことが分

かる．この結果は，陸橋付近の集落，前方後円墳から石ヶ

原古墳までの関連の強さに対し，大原川付近の集落はこれ

らと異なる領域の下に立地していたことを示唆していると

言える．

　大原川沿いには製鉄遺構・生産遺構が多数出土している

ため，これらの集落は前方後円墳との関係準より・も・生産

遺構・製鉄遺構の位置との関係が深いと考ネられる．古墳

時代の製鉄隠構は未発見であるが，・吉填には鍛冶工具〒式

が副葬されていることや，鉄澤が出‡するなど，出面時代

にも鉄の生産が行われていた可能性があり，前方後円墳と

の視認関係が見られないことからも，これらρ集落は民話

のための居住地であ：る可育素性が高いと推測できる．

　更に今津湾南岸地域からの集落の可視油球を重計ると・

前方位円墳を含むことが分かる．この点は当該地域の前方

後円墳の立地が，勢力内集落との関係よりも今津湾南岸の

態
、
び
．
誘
㍗
、
霧

　　（a）前期の勢力分布と可視線 　（b）後期の勢力分布と可視線

図3前方後円墳から求めた勢力圏

．9．　．

美

φ
、
κ

元岡地回∫

　　　鐵　　　，、。．

．．t長野地域、

（c）全時期の勢力図
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集落を意識した上で立地している可能性を示唆している

とも言える．

（2）遺跡相互の位置関係の分析（図4（b））

　集落一製鉄遺構問の距離は，今津湾南岸地域と比較す

ると短いことが分かる．また，古墳時代と古代での集落

立地の変化としては，河川からの距離に関する分散が小

さくなる点が特徴として挙げられるが，わずかに製鉄遺

構との距離が短くなっている点も見出せる．

　一般に集落は古墳時代から古代にかけて再編され，立

地が変化すると言われている．しかし，この地域におい

ては，その変化は比較的小さい．逆に，今津湾南岸地域

では官道沿いに集落が集中する傾向が見られた．元岡地

域は官道から湾を隔て距離があり，また製鉄という目的

のもとに集落が立地し，古代大和政権の影響が少なく，そ

のような再編の対象とはならなかったことも推測される．

（3）遺跡立地と地形条件との関係性の分析（表2）

　元岡地域では集落，群集墳，前方後円墳といった順で

標高の低い地域から高い地域に立地していることが分か

る．製鉄遺構は分散して分布し，標高との関連が見られ

ない．傾斜角に関しては，集落，製鉄遺構，前方後円墳，

群集墳といった順で大きくなり，他の地域と類似した傾

向を示す．どの遺跡においても海岸線からの距離に関し

て特徴的な傾向は把握できないが，河川からの距離では

集落，群集墳，製鉄遺構が短くなっていることが分かる．

3．3今津湾南岸地域における分析

（1）遺跡相互の視覚的関係性の分析（図5（a））

　勢力内唯一の中期前方後円墳を境に，可視領域は2つ

に分かれる．東部は古墳が前期から後期まで存在し時代

を通して勢力が高いと言え，西部は後期古墳による新し

い勢力が見出せる．他地域と比較して可視領域によるま

とまりはコンパクトであり，見込角1度前後となる視覚

的に目につきやすい関係が数多く見受けられ，前方後円

墳と集落の視覚的関係が強い地域と言える．

（2）遺跡相互の位置関係の分析（図5（b））

　前述のように，古代集落は官道沿いに集中しており，標

高や前方後円墳までの距離も短くなっている．後述の長

野地域では官道が通るにも関わらず，このような傾向は

見られない．また，製鉄遺構と集落の距離は，元岡地域

と比較して長くなっている．

（3）遺跡掌地と地形条件との関係性の分析（表2）

　前方後円墳が標高の低い地域に分布し，他地域と異な

る傾向が見られる．これは今津湾を意識して立地してい

たとも考えられるが，今津湾に面する元岡地域の前方後

円墳の立地も含めて見ると，前方後円墳は集落から近距

離で，視認関係の強い場所に立地していることが分かり，

今津湾よりも周辺の集落を意識していることもうかがえ

る．

　また，製鉄遺＝構に関しては河川から450m圏内の緩傾

斜のある谷部に集中して立地し，集落からの距離よりも，

地形条件との関連の強さを示している．

3．4長野地域における分析

（1）遺跡相互の視覚的関係性の分析（図6（a），図6（b））

　地域北部（長野地域の勢力圏外）も含めて集ts　一前方

後円墳，集落一円・方墳の視覚的な関係性を分析した．前

方後円墳，円・方墳ともに，地域中央部はいずれの集落

とも視認関係を持たない古墳が立地し，その両側のエリ

アに集落一前方後円墳の可視関係が広がる．地域北部を

除くと，前方後円墳，円・方墳の可視領域は東西で重な

り，西部の可視領域は東西に川を横断する形で広がり，東

部の可視領域は長野川沿いに南北に広がる．特に集ts　一

円・方墳の可視関係性は長野川沿V＞に数多く見出せた．

（2）遺跡相互の位置関係の分析（図6（c））

　他地域と比較して集落一前方後円墳の距離は長く，

円・方墳との関係性の方が強いと言える．古墳時代と古

代では集落の立地変化が見られ，古代では平野部に集中

するものの，官道からは距離が大きくなり，今津湾南岸

地域と異なる傾向を示す．古代の集落分布が官道沿いに

集中するという仮定に立つならば，官道は古代集落が東

西に線上に分布する，地域の北部を通っていたこととな

る．

（3）遺跡立地と地形条件との関係性の分析

　前方後円墳，円・方墳，群集墳は立地場所の標高に関

して同様の傾向を見せ，海岸からの距離に関しては古代

集落で短くなるものの全体として大きな値を取っており，

関連性は見受けられない．

4．群集墳の分布に着目した集落圏分析（図7）

4．13D景観でのまとまりの抽出

　遺跡分布を3D（3次元）景観に再現し，古代の山城や

交通の結節点等11点の視点場からのパノラマ景観を作成

し，分布する群集墳の視覚的まとまりをグループとして

抽出した（図7（a））．

4．2平面図への投影と群集墳のまとまりの整理

　得られたまとまりを地図に投影し，それらを重ねあわ

せ（図7（b）），①湾を越えて一体的となる部分は除外す

る，②海岸部のためいずれの視点場からも不可視となる

群集墳は地形との関連からまとまりを形成するものとす

る，③視点場により見え方の異なるまとまりは最も大き

なまとまりでくくるという操作により，群集墳のグルー

プを得た．

4．3可視領域分析による集落圏の抽出

　次に群集墳のグループ毎の可視領域を特定し，各群集

墳に属する集落圏を抽出した（図7（c）〉．恰土狂蕩では図

7（c）に示す様にグループa，bの可視領域はお互いの立地

地点を侵さないように広がり，また可視度（可視となる

視点場の数／全視点場の数）の高い地域も異なる．しか
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しグループ。，dにおいては可視領域が類似しており，集

落圏として一体的であったと言える．このような作業に

より糸島半島の集落圏を抽出していった（図7（d））．

4．4「郷」の比定とその評価

　群集墳と集落のグループ（集落圏）は住所名による郷

の比定図（図7（e））16）と概ね対応しており，分析結果

は古墳時代の集落圏がそのまま古代律令期の郷の単位と

して受け継がれていったことを示唆する結果となったと

言える．

5．遺跡の出土可能性の検討

5．1地区スケールでの遺跡の出土可能性の検討

　遺跡の立地には地形条件，気候条件，社会的背景と

いった要因が複雑に絡み合っており，立地・分布特性と

傾向は地域により異なる．そのため，広域的な遺跡立地

傾向の把握による未発見の遺跡の出土可能性の検討は信

頼性に乏しいと言える．

　また，様々な要因の関係性を捉えることは難しく，あ

る一部の秩序から式を導き出すような方法での出土可能

性の分析は有効でない．よって各地域における一つ一つ

の遺跡立地傾向を分析・整理していき，限定した地域で

遺跡の出土可能性について検討を行う方法の方がより有

効であると考えられる．そこで，本研究では一定の規則

性を広範囲に適応する普遍的な法則型の方法ではなく，

地域を限定したローカルな遺跡立地・分布特性と傾向の

ルールの積み重ねを知識ベースとして蓄積した結果を適

用する方法によって，ある限定された地域ごとの遺跡の

出土可能性の検討を試行的に行ってみた．

5．2遺跡立地特性に関する知識ベースの蓄積（図8）

　第3章で得られた遺跡の立地・分布特性と傾向を遺跡

立地に関するルールとして蓄積し，ルール群を知識ベー

スと考える．次に，知識ベースを構成するルール別に出

土可能性を示す地図データを作成する．更に各ルールに

対する考察をもとに，地図データに重み付けをし，重ね

合わせ，出土予測マップを作成する．図8は，今津湾南

岸地域を対象として，構築したルール蓄積の方法に基づ

き，未発見の古墳時代集落の遺跡立地可能性の程度を求

めた図である．

　このスタディでは，出土可能性の高い領域を特定する

には至っていないが，この独立したルールの重ねあわせ

という単純な方法により，ルー・一bルの重み付け，ルールの

採用・不採用といった操作を容易に行うことができる．

条件が絡み合い，異なる遺跡立地可能性の見解に関して

も，柔軟に対応できる．また，ルールの独立性からロー

カルなルールを地形や社会背景が類似する他の地域に応

用することも可能であり，ルールの少ない地域での立地

可能性マップの作成も可能である．

（b）群集墳の視覚的

まとまりの重ねあわせ
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（c）群集墳の可視領域　（○可視領域の特定に利用した群集墳のまとまりs＝⊃他の群集墳のまとまり）

　　　　　　　　　　　図7　群集墳の分布に着目した集落圏分析
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6．まちづくり支援システムとしての活用方法

　以上のケーススタディを通じて，遺跡の時空間分析に

対する構築したシステムの有効性を検証してきたが，更に

本システムを地域のまちづくり等に応用し，活用する場合

を想定してその効果を検討すると，その活用方法は以下の

通り整理できる．

6．1計画支援のための情報の提供と共有

（1）景観保全計画の支援

　3D景観の再現と景観分析は歴史的文脈の解読や理解に

有効であることを上述の第4章において示した．遺跡の見

え方やそのまとまりの把握に関して，地図上での平面的な

分布から見たまとまりではなく，実在する地形を含めた三

次元空間での視覚的な関係性に基づく有意性のあるまとま

りを把握できるため，歴史的地域における景観計画への利

用も考えられる．

（2）出土可能性の検討

　把握した遺跡の立地傾向をもとに遺跡立地予測を行い，

開発計画，遺跡保存計画の立案に役立てることで，遺跡保

存への取り組みをより効果的に検討していくことができ

る．遺跡の出土可能性の検討に関しては第5章でその詳細

を検討した．

（3）デジタル・アーカイブへの活用

　本研究で整備，蓄積したデ・一・…タ，分析結果は，単独でも

有効な歴史学習等に活用する遺跡データベース・システム

として活用できる．更に，これらに写真や図面等を含め

て，マルチメディアデータベースを構築することで，より

活用の幅が広がり博物館等における情報システムや展示品

の管理にも有効なツールとなる．3D景観の再現三等は考

（立地・分布特性ルール）

・標高　　・傾斜角　・傾斜方位　・河川からの距離　・前方後円墳からの距離

・群集墳からの距離　・可視領域1（三部）　　・可視領域∬（東部）　・可視領域皿（元岡地域）

　図8　今津湾南岸地域の古墳時代集落の遺跡出土可能性マップ

古学的な専門知識をもたない者でも，分かり易く古代の景

観と遺跡の分布特性を理解することができ，考古学の観点

から景観を把握する景観考古学上も重要な情報を提供する

こととなる．

（4）インターネットでの情報公開と共有

　特にこれらのGISデータベースをインターネット上で利

用できるものとしたシステムがWebGISである．　Web　GIS

に関しては後述の第7章でその詳細を述べることとする．

6．2遺跡の保存・整備方法から見たシステムの活用

（1）遺跡の保存・活用と景観整備

　視認関係の分析により特に視対象として目立つ古墳を抽

出することができ，そのような古墳を周辺の景観計画の中

に取り込むことや，遺跡自体の保存を視認関係や景観的な

特徴を活かした保存計画として提案することも可能となる

はずである．特に，都市的活用という観点からは公園等と

しての整備が難しい集落遺跡に関しても，視領域をシミュ

レートすることで当時の見え方の紹介や現在との対比，過

去の景観の再現等を行うことが可能となり，当時の生活像

や生活環境等の理解を補助する視覚的晴報を提供できる．

（2）遺跡群のネットワークとしての保存

　また，視認関係にある領域内の古墳や集落を回遊ルート

でつないでいくと，徒歩圏内の遺跡のネットワークの設定

が可能となる．遺跡相互の視覚的関係をつなぐルートと共

に関連のある遺跡を群として保存・整備することで，一般

の人々による地域の歴史体験と学習に役立てることが可能

となる．

7．Web　GISの特徴とその活用法（図9）

　更に上述までの分析で利用したデータベースとGISを基

に，インターネットを通じ，都市計画家や考古学者等の異

分野の専門家，行政，住民のコラボレーション等を支援す

るためのWeb　GISのモデルを構築した．以下にその特徴

を挙げる．

7．1インターネットとGISの統合

　本Web　GISは，インターネットの利用により，都市計

画や考古学の専門家だけではなく，一般の人々も手軽iに遺

跡情報等を閲覧できるシステムとなる．また分かりやすい

視覚表現で情報を表示し，更に多量で多様なデータからの

必要な情報の抽出や分析を簡単に行うことができ，遺跡情

報，地理情報の積極的利用を可能とする．遺跡景観の提

示，都市計画関連の情報の掲載，遺跡の保存例の提示等を

行い，また掲示板等を設置し，遺跡保存の方法に関して，

様々な立場の人々が議論をできる環境を作り出す．

7．2持続的なシステム

　対象地区の遺跡データは大量で，一ヵ所の遺跡でも内包

するデータは多様である．そこで，データの管理にはイン

ターネットサーバー上のデータベv…一・ス機能を有効に活用す

る．一般にGISを使用し続ける上ではデータの更新が問題
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となってくるが，遺跡データの追加・更新もインターネッ

トを利用し，簡単に操作，管理できるようになり，信頼性

の高いデータを維持し続けることを可能とする．

7．3遺跡情報の分析におけるGISの活用

　GISの使用により，遺跡の種類や時代三等，様々な検索

条件の下での分布等の視覚的表現，起伏等の地形を考慮に

入れた距離計算等を簡単に行うことができる．そのため，

様々な立地条件が絡んでいる遺跡の空間的および時系列的

関係を分析する上で有効に利用できる．

　また，一つの遺跡をとってもその解釈が様々である考古

学分析において，分布図や地図といった遺跡情報を掲載す

るだけでなく，文脈解読の方法論を提示したり，分析過程

をあわせて提示することで，各人による分析を支援し，情

報の共有を促すことにつながる．出土可能性の検討方法の

ように，各自の分析や考察結果に柔軟に対応できるシステ

ムとすることもできる．

8．おわりに

8．1歴史的文脈の解読方法としての有効性

　構築したシステムを用い，段階的な分析により，広域で

の勢力圏の把握，地域別の遺跡立地や景観的特徴の把握，

集落圏の抽出やそれら集落圏と郷との関連性を明らかにす

ることができた．地域を限定すれば相対的に遺跡のサンプ

ル数は少なくなり，遺跡の立地傾向はつかみにくくなると

いう課題はあるものの，各地域でそれぞれ特徴的な傾向が

把握でき，歴史的背景の考察に有効であることを示せた．

8．2遺跡保存計画支援システムとしての有効性

　本論では，歴史的文脈の解読から計画への応用までを段

階的に行うシステムを用いることで，定量的な空間解析に

基づき，これまで見えてこなかった遺跡群の分布をグルー

プ化して把握することができる点を示せた．特に，遺跡分

布図だけでは判断の難しい景観的価値や視覚的関係性を本

システムを利用した分析から明らかにし，対象地域におい

て，広域的な遺跡群の保存の意義を示すこともできた．

　今後は本システムの機能充実を進め，糸島地域での分析

を継続的に進める他，他地域での応用も検討することで，

システムと分析法の向上を図っていくことが必要である．
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